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地域で子育て！
　岐南さくら「認定こども園 けやきの杜」と「南認定こども園」では、保護者の皆さん
が、地域の子ども達の成長を支え合う「みんなの時間」「エンジョイランド」で豊かな
活動の取り組み体験をしています。

取り組みの魅力が地域に繋がる
　コロナ禍で中止された「地域で子育て！」の活動を3年ぶりに開催されることを聞
き伺ってきました。この日は、保護者の皆さんの工夫を凝らした活動で子ども達の微
笑ましい姿を共有した楽しいひと時を過ごされました。
　保護者の皆さんが、保育者と共に活動する中で自分でも気付かなかった子育てに
対する有能感を感じることもあるようです。いろいろな子ども達との関わり（発達を見て学ぶこと）や保護者同士の繋がり、交
流が深まり明るい未来を保障する大切な場だと痛感しました。また、近隣のおじいちゃん、おばあちゃんをお招きした「地域交
流会」では、ふれあい遊びを楽しみ、小さな幸せを感じ、励みになるという声を聞き「地域で子育て！」の魅力的な取り組みが、
世代を超えた子育て支援でありその重要性を実感しました。
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もっと知ればもっと好き！
まちの笑顔とチャレンジを

ご紹介します‼

２
月

３
月

４
月

■
平
成
23
年
の
議
会
だ
よ
り
初
発
刊
か
ら
第
50
号
を
発
刊
す
る

事
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
は
町
民
の
代
表
の
場
で
あ
り
、
執
行

部
に
声
を
届
け
る
重
要
な
機
関
で
す
。
町
民
の
皆
様
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
様
々
な
ツ
ー
ル
を
上
手
く
活

用
し
て
「
伝
わ
る
広
報
」
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
村
山
）

■
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
多
く
の
問
題
点
が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。無
投
票
当
選
の
多
さ・男
女
議
員
数
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
・

若
者
の
選
挙
離
れ
・
低
い
報
酬
な
ど
が
、
最
近
の
選
挙
で
は
常
に

話
題
と
な
り
ま
す
。
当
議
会
に
お
い
て
も
広
報
活
動
・
魅
力
あ
る

議
会
づ
く
り
な
ど
多
く
の
課
題
の
解
決
を
共
通
認
識
と
し
改
革
に

邁
進
す
る
覚
悟
で
す
。

　
　
　
　（
櫻
井
）

■
全
国
の
中
山
間
地
域
の
地
方
議
会
は
人
口
減
少
、
少
子
化
、

交
通
網
な
ど
都
市
部
と
違
う
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、

危
機
感
が
あ
る
か
ら
こ
そ
機
能
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
岐

南
町
は
恵
ま
れ
た
町
と
思
わ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
問
題
意
識
が
薄

い
の
で
は
な
い
か
？
と
考
え
た
時
に
追
認
機
関
で
は
な
く
議
員
同

士
の
活
発
な
議
論
と
総
意
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
重
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。

（
三
宅
）

■
財
源
に
限
り
が
あ
る
中
で
介
護
・
子
育
て
等
の
社
会
保
障
費
は

増
加
す
る
一
方
に
あ
り
、
財
政
の
硬
直
化
は
一
層
進
み
ま
す
。
必

然
的
に
そ
の
他
事
業
は
縮
小
・
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か

ら
も
、
事
業
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ（
優
先
順
位
）の
明
確
な
判
断
力

を
、
行
政
・
議
員
が
共
に
高
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
松
本
）

■
今
回
視
察
の
ペ
ー
ジ
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
、

常
に
ど
ん
な
時
で
も
、
ど
ん
な
事
で
も
自
身
の
学
び
に
す
べ
く
日
々

過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
漸
く
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
ま
す
。
改

め
て
学
び
の
心
を
も
ち
続
け
る
こ
と
を
誓
い
、
視
察
・
研
修
は
勿

論
、
積
極
的
に
様
々
な
所
へ
出
掛
け
、
知
見
を
得
て
行
こ
う
と
思

い
ま
す
。
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谷
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「みんなの時間」
バッジ制作

「エンジョイランド」
くじ引きごっこ
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令和５年度当初予算 予算特別委員会前年度より 4億200万円　減↓↓

一般会計 85億8，500万円 私は「ココ」にズームイン!!
町民生活に密着した事業、重点的かつ政策的な課題・施策などの事業が
どのように予算に組み込まれているか、その優先度や緊急度などの点に着目し、
詳細な質疑及び活発な意見交換を行ないます。

（健康推進課長）：今年度は１５名の入所を考えており、予
定人員を超えた場合は想定していません。入所後に生活
集団に馴染んできたと判断できれば保育園に切り替え、新
しい児童の入所を進めていきたいと考えています。

A

渡 邉　憲 司　委員長

安心センター事業で予定を超えた場合は？

（町長）：私と土木部職員がパトロールを行っていますが、単
に私からの指示だけではなく、土木部職員との協議や現場の
意見を踏まえて優先順位を定め、対処しています。

A

岩 田　晴 義　議員

インフラ整備の優先順位は？

（健康推進課長）：令和２年度に町民の骨髄移植提供が１件
あり、町は１４万円助成しました。（※上限は１日あたり２万
円）これに県から町に1/2の７万円が補助されました。令和
３・４年度の利用実績はありません。

A

櫻 井　 明　議員

骨髄移植ドナー助成金の利用状況は？

（財政課長）：交通安全特別交付金（交通反則金を原資）
は、昨年度より１１０万円の減額の予算計上ですが、町の交
通安全対策費として７５２万１千円を計上し、町民の安全確
保に努めていきます。

A

村 山　博 司　議員

道路交通安全施設整備事業は？

（総合政策課長）：令和５年２月の１便当たりの平均利用者数
は2.6人ですが、１年後の利用者数の予測は立てていませ
ん。公共交通計画では達成状況の評価として、利用者満足度
アンケートを令和５年度に実施するとしています。

A

三 宅　祐 司　議員

コミバスの予測と今、対処すべきことは？

（健康推進課長）：妊婦が多く利用する近隣の医療機関を含
め、４～５か所を考えています。現時点で内諾を得ているの
は、松波総合病院、永田産婦人科です。現在、岐阜市医師会を
通じ、他に２か所を予定しています。

A

木 下　美 津 子　副委員長

産後ケアの宿泊型はどこで実施か？

（総務課長）：やらなければならない事業は先送りすることなく
実施しております。その年度で完結しなくてもよい事業は年度
計画を立て、財政負担の平準化を図っています。削られた事業
は令和４年度以前からの要求で、住民票のコンビニ交付などが
あります。

A

松 　　浩 二　議員

当年度予算から先送りや削られた事業は？

（健康推進課長）：これまでの保健師によるアウトリーチ訪問
を強化し、誰一人とりこぼさないようサポートできるよう取り
組み、子育て世帯が孤立感を持つことがないよう努めます。

A

後 藤　友 紀　議員

今後の子育て伴走型支援とは？

（財政課長）：ふるさと納税の寄附金は不安定な財源であり、特
定財源として寄附金が集まらなかった場合には事業抑制を余儀
なくされます。そうなると寄付者の思いに応えられないことが起
こり得るため、現時点では考えていません。

A

松 本　暁 大　議員

ふるさと納税を積極的に活用しては？

（総合政策課長）：ししまろのモチーフである伏屋の獅子芝居
は、未来へ伝承すべき貴重な文化財です。総合政策課に留ま
らず、各課が機会を捉えておこなっていきます。 

A

長 谷 川  淳　議員

ししまろを本気で浸透させていくか？

ぎなん議会だより　第50号ぎなん議会だより　第50号 23
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承認第 1 号 専決処分の承認を求めることについて 
（令和4年度一般会計補正予算について） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 1 号 岐南町内部組織設置条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 2 号 岐南町定年前に退職する意思を有する職員の募集等に関す
る条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 3 号 岐南町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 4 号 岐南町長寿者祝金贈呈条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 5 号 岐南町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 6 号 岐南町個人情報保護法施行条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 7 号 岐南町個人情報保護審査会条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 8 号 デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する
法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 9 号 岐南町議会の個人情報の保護に関する条例について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 10 号 令和4年度岐南町一般会計補正予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 11 号 令和4年度岐南町国民健康保険特別会計補正予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 12 号 令和4年度岐南町介護保険特別会計補正予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 13 号 令和5年度岐南町一般会計予算について 可決 ● 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 14 号 令和5年度岐南町国民健康保険特別会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 15 号 令和5年度岐南町介護保険特別会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 16 号 令和5年度岐南町後期高齢者医療特別会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 17 号 令和5年度羽島郡二町教育委員会特別会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 18 号 令和5年度岐南町水道事業会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 19 号 令和5年度岐南町下水道事業会計予算について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 20 号 工事請負契約の締結について 
（東小学校トイレ改修工事） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

議案第 21 号 工事請負契約の締結について 
（西小学校（南舎）トイレ改修工事） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

同意第 1 号 教育長の任命同意について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

選　第 1 号 岐南町選挙管理委員会委員の選挙について 選挙確定 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

選　第 2 号 岐南町選挙管理委員会補充員の選挙について 選挙確定 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

諮問第 1 号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求めることにつ
いて 適任 〇 〇 〇 〇 〇 - 〇 〇 〇 〇

クローズアップ新年度予算
【令和5年度一般会計、特別会計予算が決定】
総額１３９億７３２７万円　前年度より減少
　一般会計予算は、歳入歳出総額８５億８５００万円で前年度比4.5％の減少となった。本年度は、思いやりと
ふれあいで人を育むまちづくりとして「こども・子育て応援事業」、DXによるデジタルで身近につながる快適
なまちの実現のため「DX推進計画」、安心安全な生活を実現するまちづくりとして「公共下水道（雨水）事
業」など、必要なところには重点的に配分しながらも健全財政を堅持する「強くて優しいまちづくりの堅実予
算」が計上された。

3月定例会ではこんなことが決まりました

【出産・子育て応援事業　3946万円】
子育ての負担感・孤立感を軽減
　妊娠期から出産・子育てまで一貫して身近で相談に応じ、様々なニーズに即し
た支援につなぐ、伴走型の相談支援の充実を図る。出産・子育て応援給付金と相
談事業を一体的に実施することで、安心して出産・子育てできる体制を構築す
る。

【多機能型地域子ども安心センター事業　2559万円】
生活基盤と育成環境の安定化
　認定こども園や保育園等で集団生活に馴染めず、保育が必要でありながら制
度の狭間で行き場を失っている親子が多数在籍している。現行の通園療育ルー
ムに加え、少人数クラスで個々に配慮した保育サービスを一体的に提供するこ
とで、子どもの健全な発達や社会性を身に付けるとともに、保護者の働く機会を
確保する。

【AI（人工知能）を活用した特定健診受診率向上事業　375万円】
対象者の心理に合わせた受診勧奨
　特定健診の受診率が伸び悩む中、若い世代の健康意識を向上させ、積極的に
受診していただくことを目標に、AIを活用して対象者の性格に合わせた効果の
高い受診勧奨を行う。

【岐南町・笠松町まちづくり調査研究業務　176万円】
厩舎移転後の「まちづくり」に向けて
　円城寺厩舎の移転により、岐南町・笠松町にまたがる当該エリアの計画的な
土地利用を図るため、JR新駅誘致とその周辺のまちづくりに向けた構想案・概
算事業費マネジメント案の策定等、両町共同で調査研究を行う。

【公共下水道（雨水）事業　1738万円】
施設整備の目標を明確化する
　都市化の進展等に伴う浸透面積の減少により、雨水の流出量が増え、下水道
等にかかる負担が増加している。また、気候変動の影響による大雨によって、内
水氾濫の発生リスクが増大している。降雨量の増加を見据え、計画降雨を公共
下水道事業計画に定めることで浸水リスクの高い地域での整備を重点化する
など、事前防災の考えに基づく計画的な下水道整備を進める。

賛成＝〇　反対＝●（※議長は採決に加わりません）

議案の詳細につきましては、岐南町ホームページ「提出議案」ページをご覧ください。

ぎなん議会だより　第50号ぎなん議会だより　第50号 45



福祉
土木

3月定例会にて各常任委員会を開催

総務住民・福祉土木常任委員会がチェック！

予算特別委員長への質疑予算特別委員長への質疑 一般会計予算案の討論一般会計予算案の討論

町の仕事は様々な分野にわたっていることから、総務住民、福祉土木の２つの常任委員会
を設置し、それぞれを分担しながら、審査を行っています。
その審査過程で、委員からどんな指摘・要望があったのか、その一部をご紹介します。

総務
住民

議案第3号  国民健康保険税条例一部改正 

議案第4号  長寿者祝金贈呈条例一部改正

議案第5号  国民健康保険条例一部改正

予算特別委員会の委員長に対する質疑 議案第13号  令和5年度一般会計予算に対する反対討論

議案第1号  内部組織設置条例一部改正

議案第6号  個人情報保護法施行条例

議案第7号  個人情報保護審査会条例 質疑なし

議案第8号  デジタル社会の形成を図るための関係法律と関係条例 質疑なし

私は委員会では賛成したが再考の結果、予算案に反対する。
予算執行は優先順位を決めて行うべき。
細かな検討もなくコミュ二ティバスの年間経費3600万円は認め
られない。

コミュ二ティバス利便性向
上について以外の質疑は
ありませんでした。

現在、出産費の全国平均は52万円程。岐阜県公立病
院では40万円程です。出産育児一時金50万円との差
額分があれば後日町から本人に渡されます。

A1
引き上げられる出
産育児一時金50万
円の内容は？

Q1

そうです。
すべてでDX推進化を図るためです。A1
そうです。「情報処理安定確保支援士」「ネッ
トワークスペシャリスト」等、資格取得者のほ
かデジタル化を担う専門の内部若手職員で
構成します。

A2

デジタル推進室は、今後
のペーパーレス化も考慮
しているのか？

Q1

課員は有資格者達か？Q2

それほど大きな増額ではありません。A1
高額所得の方々が後期高齢者医療へ移行さ
れたので、その減額分を確保するためです。A2

令和5年度の保険料は、
どの程度上がるのか？Q1
なぜ上げるのか？Q2

現在の当町の高齢化率は22.3％。県は26％強です。
今後当町も高齢者が増加します。A1
児童福祉も高齢者福祉もすべて当町として、祝意を示
す一つのツールと思っています。A2
100歳が10万円なので105歳で3万円、110歳で5万
円としました。明確な理由はありません。A3

長寿祝い金を廃止する町も
ある。新たに105歳・110歳
を追加制定する経緯は？

Q2

105歳で3万円の理由は？Q3

高齢化の推移は？Q1

令和4年度は相続のための葬祭補助金関係4件、3年度は
訴訟関係2件、2年度は登記関係4件でした。A1
対象は生存する個人です。死者の情報は含まれません。　
但し、死者情報は同時に、遺族等の生存する個人が識別可
能の場合には、開示請求ができます。

A2

過去3年間の実績と開示請求
内容は？Q1
個人情報保護は生存する個人
と規定されるが、亡くなった方
は個人情報保護対象外か？

Q2

※詳細は岐南町ホームページ「音声データ」ページをご確認ください。 ※詳細は岐南町ホームページ「音声データ」ページをご確認ください。

１．コミュ二ティバスの利用促進
２．やすらぎ苑の駐車場整備
３．帯状疱疹、風疹、コロナワクチンの助成
４．多くなった商工会補助金
５．道路舗装整備の公正性
６．羽栗グラウンド整備計画
以上の６案件についての質疑はありましたか。

ぎなん議会だより　第50号ぎなん議会だより　第50号 67



　従来岐阜市の道路維持管理において、道路損傷を
どのように把握していたかというと、職員や２台の道路
パトロール車が発見するほかに、市民からの電話によ
る情報提供が主でした。

　このシステムは、市民が見つけた道路の損傷等をス
マートフォンを使って情報を投稿してもらうことで、市民
と行政がつながり解決していく仕組みです。特筆すべき
特徴は、位置情報と写真を送付することで細かな説明
が不要であり、また２４時間いつでも情報の投稿が可能
な点が挙げられます。
　今回の視察を終えて感じたことは、このシステムの構
築には大して費用も時間も人手も掛からないことや、住
民の方の情報が現在どのような状態なのか（対応済・対
応中・保留など）もWEB上で簡単に公開できることが分
かりました。早期の岐南町での導入が待たれます。

　まずは議会だよりの目的・意義の確認や、編集テ
クニックなどを学びました。その後、岐南町議会だ
よりの総評をしてもらいました。
　町民であるフォトサポーターの写真を表紙に採
用している点や一般質問のページに議会音声の
QRコードを記載している点などを評価していただ
きました。反対に、横書きではなく縦書きにしたら
どうか、定例会の議案のページの文字が多い、全体
的にキャッチーな小見出しをつけることを意識して
はどうかなどの改善点も指摘していただきました。
　今回のクリニックに参加して、今後もっと町民の
皆様に分かりやすい議会だよりを作成していこう
と、委員会一同決意を固めました。

　令和５年２月１日、静岡県駿東郡長泉町議会から議会だより
編集に携わる議員７名、事務局２名の皆様が視察に来られま
した。「ぎなん議会だより」の編集方法について説明し、質疑
応答を行い、交流を深めました。
　今後も他議会との交流を深める中で議会だよりを研究し、
魅力ある「ぎなん議会だより」の作成に努めて参ります。

　しかしながら、市民は伝えたい情報があっても気
軽に通報できないという課題があり、一方行政側も
情報の詳細を確認するのに、場所の特定や状況の
確認が難しいという課題がありました。そこで、市民
の利便性と行政の効率性の向上を目的とした通報
システムの構築を目指し、「ぎふしみちレポ」を導入
することとなりました。

　令和５年２月14日、広報特別委員会に所属する５名の議
員と事務局1名で、東京都千代田区にある全国町村議員
会館で行われた町村議会広報クリニックに日帰りで参加
してきました。当日の講師は、一般社団法人 埼玉県コミュ
ニケーションセンター理事長の芳野政明氏。月刊「地方議
会人」に議会広報クリニックの記事を掲載しておられ、ま
た全国町村議会広報コンクールの審査員にもなられてい
ます。

福祉土木常任委員会視察
IN  岐阜市　R5.1.30

広報特別委員会視察
 IN  全国町村議員会館　R5.2.14

町村議会広報クリニックで学ぶ！

長泉町議会より 
広報広聴常任委員会 視察来庁

道路損傷等通報システム
 「ぎふしみちレポ」から学ぶ！

ぎなん議会だより　第50号ぎなん議会だより　第50号 89



みんなが安心して暮らせる
まちづくりを目指して

認知症の予防に
良いとされる
拮抗体操
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コ
ロ
ナ
禍
で
見
え
て
き
た
課
題

部
長
　地
域
で
の
孤
独
や
孤
立
の
問
題

岐
南
町
地
域
福
祉
計
画

　
　
　
　
　
　  の
検
証

岐
南
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

　
　
　
　
　
　活
動
を
知
ろ
う

認
知
症
の
方
に

　寄
り
添
う
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　目
指
し
て

村山 博司 議員
むらやま ひろし

共
助
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

地
域
を
支
え
る
人
づ
く
り
の
推
進
に

つ
い
て
は
。

（
福
祉
部
長
）
住
民
が
福
祉
を
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
福
祉
活
動

への
参
加
の
機
会
を
作
り
、
地
域・学
校
・

職
場
等
に
お
け
る
福
祉
教
育
を
推
進
し
、

活
動
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

A Q

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
い
し

く
み
に
つ
い
て
は
。

（
福
祉
部
長
）
住
民
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
情
報
提
供
や
相

談
、
体
制
を
充
実
さ
せ
、
誰
も
が
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え

て
い
き
ま
す
。

A Q

町
と
し
て
今
後
社
会
福
祉
協
議
会

に
委
託
し
た
い
事
業
は
。

（
福
祉
部
長
）
今
後
新
た
な
介
護

事
業
の
導
入
が
予
定
さ
れ
る
場

合
、
同
協
議
会
へ
の
委
託
や
協
働
事
業

も
視
野
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

A Q

認
知
症
の
方
の
生
き
が
い
に
繋
が
る

し
く
み
に
つ
い
て
は
。

（
福
祉
部
長
）
認
知
症
の
方
が
生

き
生
き
と
社
会
参
加
で
き
る
機
会

を
創
出
で
き
る
よ
う
、
医
師
や
介
護
事

業
者
等
で
構
成
さ
れ
た
「
岐
南
町
在
宅

医
療
・
介
護
連
携
推
進
協
議
会
」
の
認

知
症
部
会
に
お
け
る
協
議
テ
ー
マ
と
し
て

検
討
を
進
め
ま
す
。

A Q
地
域
や
町
民
の
方
々
と一緒
に
醸
成

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

（
福
祉
部
長
）
地
域
の
中
で
認
知

症
に
対
す
る
理
解
や
知
識
を
持
つ

方
を
一
人
で
も
多
く
増
や
す
た
め
「
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
設
け

て
い
ま
す
。
ま
た
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、「
自
宅
で
で
き
る
テ
レ
ビ
体
操
」

「
認
知
症
予
防
体
操
」
を
、
岐
南
町
公

式You Tube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
動
画
配

信
で
き
る
よ
う
検
討
し
ま
す
。
人
生
100

年
時
代
を
迎
え
、
加
齢
と
共
に
認
知
症

は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
全
体
で
我
が
事
と
し

て
踏
ま
え
、
認
知
症
を
抱
え
て
も
、
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

A Q

認
知
症
の
方
の
現
状
と
推
移
に
つ
い

て
は
。

（
福
祉
部
長
）
認
知
症
と
診
断
さ

れ
て
い
る
75
才
以
上
の
方
は
令
和

５
年
１
月
末
現
在
372
名
で
あ
り
、
75
歳

以
上
の
約
12
％
の
方
に
認
知
症
が
あ
り

ま
す
。
高
齢
化
に
伴
い
今
後
も
増
加
が

見
込
ま
れ
ま
す
。

A Q
認
知
症
の
早
期
発
見
と
そ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
。

（
福
祉
部
長
）
認
知
症
の
予
備
軍

で
あ
る
軽
度
認
知
障
害
を
早
期
に

発
見
し
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
事
で
、

認
知
症
の
予
防
の
啓
発
を
図
る
事
を
目

的
に
保
険
年
金
課
の
窓
口
で
、「
脳
い
き

い
き
健
康
チ
ェッ
ク
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。 A Q

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
つ
い
て
は
。

（
福
祉
部
長
）
生
活
課
題
を
抱
え

る
人
が
孤
立
し
な
い
環
境
づ
く
り

を
目
標
と
し
ま
す
。
ま
た
地
域
福
祉
を

推
進
す
る
担
い
手
の
確
保
も
進
め
ま
す
。

A Q
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
認
知
度
に
つ

い
て
は
。

（
福
祉
部
長
）
知
名
度
が
充
分
浸

透
し
て
い
な
い
事
が
伺
え
る
の
で
、

町
と
し
て
も
同
協
議
会
に
多
く
の
事
業

を
委
託
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
社
会
福

祉
協
議
会
の
活
動
の
理
解
や
参
加
、
協

力
等
協
調
し
た
広
報
活
動
を一
層
強
化

し
ま
す
。

A Q

地
域
で
支
え
合
う
し
く
み
づ
く
り
の

推
進
に
つ
い
て
は
。

（
福
祉
部
長
）
地
域
福
祉
の
活
性

化
の
た
め
自
治
会
活
動
等
の
支
援

を
す
る
と
共
に
、
住
民
同
士
の
互
助
、

A Q
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高
校
ま
で
の
医
療
無
料
化

町
長
　検
討
し
て
い
き
た
い

子育て支援

円城寺厩舎

子
育
て
支
援
策
と
小
中一貫

教
育

JR
岐
阜
南
駅
を
含
め
た
厩
舎

跡
地
の
開
発
構
想

保
育
の
充
実
に
向
け
て

村
の
う
ち
24
市
町
が
施
し
て
お
り
、
国

の
責
任
の
も
と
で
恒
久
的
な
制
度
が
確

立
さ
れ
る
よ
う
、
全
国
町
村
会
等
を
通

じ
、
国
に
働
き
掛
け
て
い
き
ま
す
。「
保

育
無
償
化
の
適
用
拡
大
」
は
、
国
の
結

論
を
待
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
使

用
済
み
紙
お
む
つ
の
保
護
者
持
ち
帰
り
の

廃
止
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
保
育
所
等
で

の
使
用
済
み
お
む
つ
の
処
分
に
関
す
る
規

定
は
な
い
こ
と
か
ら
、
施
設
に
よ
っ
て
対

応
は
様
々
で
す
。
こ
ど
も
食
堂
の
校
下
に

設
置
は
、
東
校
区
は
岐
南
町
社
会
福
祉

協
議
会
と
西
校
区
は
社
会
福
祉
法
人
登

豊
宅
医
療
法
人
か
が
や
き
が
、
子
ど
も

食
堂
を
運
営
し
て
お
り
、
北
校
区
に
は

実
施
団
体
が
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
、

子
ど
も
食
堂
の
運
営
に
意
欲
が
あ
る
団

体
等
に
対
し
、
子
ど
も
食
堂
運
営
支
援

事
業
費
等
補
助
金
な
ど
必
要
な
情
報
提

供
を
行
い
ま
す
。

　「
病
児
保
育
施
設
」
に
つ
い
て
、
子
ど

も
の
急
な
発
病
で
も
保
護
者
が
安
心
し

て
子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
が
で
き
、
保
護

者
の
就
労
に
不
可
欠
な
事
業
と
し
て
認

知
さ
れ
て
お
り
引
き
続
き
、
事
業
委
託

先
の
社
会
福
祉
法
人
豊
誠
会
と
協
力

し
、
制
度
の
周
知
・
普
及
に
努
め
ま
す
。

小
中
一
貫
教
育
は
、
本
町
に
お
い
て
は
、

小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
の
教
育

活
動
を
進
め
て
お
り
、
円
滑
な
接
続
を

は
じ
め
連
携
す
る
こ
と
は
一
定
の
効
果
を

生
む
と
考
え
て
お
り
、
９
年
間
と
い
う
ス

Q
令
和
５
年
度
か
ら
検
討
さ
れ
る
笠
松

町
・
岐
南
町
に
あ
る
厩
舎
跡
地
の

基
本
的
考
え
方
と
、(

仮
称)

岐
阜
南
駅
を

誘
致
す
る
た
め
の
構
想
に
よ
る
税
収
増
や
、

高
齢
者
社
会
へ
の
対
応
を
駅
前
開
発
に
取
り

込
む
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

パ
ン
で
子
ど
も
の
成
長
を
見
通
し
た
指
導

は
、
教
師
に
と
って
大
切
な
資
質
・
能
力

に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
義
務
教

育
学
校
へ
派
遣
も
視
野
に
入
れ
、
そ
こ
で

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
理
解
や
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
方
を
郡

内
に
持
ち
返
り
、
広
げ
て
い
く
な
ど
の
体

制
づ
く
り
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
総
合
政
策
部
長
）
令
和
５
年
度

一
般
会
計
予
算
案
に
、
新
規
事

業
と
し
て
計
上
し
ま
し
た
「
岐
南
町
・

A

笠
松
町
ま
ち
づ
く
り
調
査
研
究
」
ま
ち

づ
く
り
計
画
、
言
い
換
え
れ
ば
、
二
町

が
抱
え
る
課
題
を
整
理
し
、
二
町
で
話

し
合
い
を
始
め
る
前
提
と
な
る
基
礎
資

料
の
作
成
を
、
専
門
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有

す
る
業
者
に
、
二
町
が
共
同
で
、
委
託

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
「
円
城
寺
廐
舎

の
跡
地
利
用
」
や
、
提
言
な
ど
に
対
し

ま
し
て
、
お
答
え
す
る
段
階
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

け
や
き
の
杜
と
北
保
育
園
統
合

部
長
　け
や
き
の
杜
と
統
合
す
る

　
２
０
２
１
年
内
閣
府
は
全
国
の
保
育
所
や

幼
稚
園
な
ど
で
子
供
が
怪
我
を
す
る
事
故

が
２
３
４
７
件
あ
っ
た
と
発
表
さ
れ
、
保
育

現
場
の
慢
性
的
な
人
材
不
足
が
、
そ
の
原

因
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
今
、
コ
ロ
ナ

に
よ
る
家
庭
環
境
の
激
変
も
あ
り
、
保
育

現
場
で
は
、
子
供
た
ち
が
集
団
行
動
や
集

団
生
活
に
な
じ
め
ず
思
わ
ぬ
行
動
に
も
対
応

し
安
全
確
保
を
工
夫
し
な
が
ら
保
護
者
の

皆
さ
ん
と
相
談
を
重
ね
頑
張
っ
て
い
る
と
聞

き
及
ん
で
い
ま
す
。

北
保
育
園
は
現
在
31
人
し
か
在
籍

し
て
お
ら
ず
、
集
団
行
動
や
集
団
生

活
の
学
び
も
薄
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
子
供

た
ち
の
為
に
も
統
合
し
、
け
や
き
の
杜
、
認

定
こ
ど
も
園
に
統
合
し
て
い
く
べ
き
で
は
。

（
福
祉
部
長
）
例
年
、
北
保
育
園

の
入
所
希
望
が
少
な
い
の
が
現
状

で
あ
り
、
け
や
き
の
杜
と
の
統
合
に
関
す

る
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
私
立
保
育
園
か
ら
認
定

こ
ど
も
園
へ
の
利
用
ニ
ー
ズ
の
移
行
、
集

団
保
育
を
望
む
保
護
者
の
増
加
、
保
護

者
同
士
の
交
流
機
会
の
創
出
な
ど
、様
々

な
観
点
か
ら
総
合
的
に
勘
案
し
、
次
年

度
よ
り
け
や
き
の
杜
に
通
っ
て
い
た
だ
く

予
定
で
す
。

A Q

発
達
支
援
が
必
要
な
園
児
育
成

部
長
　発
達
支
援
児
の
通
所
事
業
を
創
設

も
し
、
け
や
き
の
杜
と
北
保
育
園
を

統
合
す
る
な
ら
ば
、
北
保
育
園
を

病
児
病
後
児
保
育
園
の
拠
点
に
し
た
り
、Ａ

Ｄ
Ｈ
Ｄ・Ａ
Ｓ
Ｄ
な
ど
の
発
達
障
害
児
に
運

動
療
育
に
よ
る
体
力
と
協
調
性
を
養
う
拠

点
に
し
た
り
な
ど
、
北
保
育
園
で
発
達
支

援
が
必
要
な
子
供
た
ち
に
健
全
な
発
達
や

社
会
性
、
そ
し
て
教
育
も
で
き
る
多
目
的

保
育
事
業
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

（
福
祉
部
長
）
令
和
５
年
度
の
新

規
事
業
と
し
ま
し
て
、
現
在
、
さ

く
ら
北
保
育
園
内
で
実
施
し
て
い
る
通

園
療
育
ル
ー
ム
と
同
じ
機
能
を
有
す
る

親
子
の
通
所
事
業
と
、
特
に
発
達
支
援

を
要
す
る
子
供
の
通
所
事
業
を
併
せ
持

つ
、「
岐
南
町
多
機
能
型
地
域
子
ど
も

安
心
セ
ン
タ
ー
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
予
定
で
あ
り
、
町
内
の
保
育
施
設
か

ら
の
相
談
や
保
護
者
の
申
請
に
基
づ
き
、

８
時
30
分
か
ら
16
時
30
分
の
預
か
り
時

間
を
設
け
、
発
達
支
援
や
療
育
技
術
に

精
通
し
た
保
育
士
の
も
と
、
最
大
15
名

の
定
員
を
受
け
入
れ
ま
す
。

　
子
供
の
発
育
を
助
長
す
る
だ
け
で
な

く
、
家
庭
で
の
子
育
て
に
悩
む
保
護
者

の
精
神
的
負
担
の
軽
減
や
、
保
護
者
の

就
労
環
境
、
生
活
環
境
の
向
上
も
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

A Q

無
園
児
対
策
を
す
る
べ
き
で
は

部
長
　無
園
児
対
策
を
し
ま
す

２
０
２
３
年
４
月
に
創
設
す
る
子
ど

も
家
庭
庁
で
は
保
育
園
や
幼
稚
園
に

通
っ
て
お
ら
ず
孤
立
の
恐
れ
が
あ
る
無
園
児

を
保
育
所
で
週
に
数
回
な
ど
定
期
的
に
預

か
る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
よ
う
で
、
こ

れ
ま
で
国
の
支
援
が
届
か
な
か
っ
た
無
園
児

対
策
を
目
玉
政
策
と
す
る
と
の
考
え
か
ら

も
北
保
育
園
で
無
園
児
対
策
を
し
て
い
く
べ

き
で
は
。（

福
祉
部
長
）
岐
南
町
多
機
能
型

地
域
子
ど
も
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業

と
の
一
体
的
実
施
を
想
定
し
、
本
年
１

月
末
に
岐
阜
県
子
育
て
支
援
課
に
相
談

の
う
え
、
本
事
業
へ
の
募
集
登
録
を
済

ま
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
令
和
５
年
度

以
降
、
運
営
法
人
と
協
議
し
な
が
ら
正

式
に
事
業
申
請
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。 A Q

高
校
ま
で
医
療
費
の
無
料
化
・
第
２

子
以
降
の
保
育
料
の
完
全
無
料
化
・

０
歳
児
の
見
守
り
訪
問
「
お
む
つ
定
期
便
」・

使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
保
護
者
持
ち
帰
り
の

廃
止
・
こ
ど
も
食
堂
の
校
下
に
設
置
・
小
中

一
貫
教
育
で
は
、
小
学
１
年
生
か
ら
中
学
３

年
生
ま
で
の
９
年
間
、
全
学
年
30
人
程
度
の

少
人
数
学
級
で
、
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
き

め
細
や
か
な
学
び
を
提
供
・
病
児
保
育
施
設

の
考
え
方
は
。

（
福
祉
部
長
）
高
校
ま
で
の
子
ど

も
の
医
療
費
助
成
を
行
う
自
治

体
は
増
え
て
お
り
、
県
内
で
は
42
市
町

A Q

渡邉 憲司 議員
わたなべ けんじ

岩田 晴義 議員
いわた はるよし
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今
後
の
展
望
は

部
長
　更
な
る
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
　
　

羽栗グラウンド

学校敷地内の樹

今
こ
そ
新
た
な

　  に
ぎ
わ
い
の
創
出
を

積
極
的
な
移
住
促
進
の
PR
を

学
校
施
設
の
充
実

排
水
路
清
掃
活
動

羽
栗
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

活
用
方
法
は

Q
今
後
の
人
口
減
少
に
対
し
て
ど
う
い

う
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

行
政
と
議
会
が
一
致
団
結
し
て
、
一
刻
も

早
く
人
口
獲
得
競
争
の
波
に
乗
れ
る
よ
う

に
す
べ
き
で
あ
る
。

力
あ
ふ
れ
る
岐
南
町
を
町
内
外
へア
ピ
ー

ル
で
き
る
よ
う
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

（
総
合
政
策
部
長
）
第
２
期
総
合

戦
略
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て

も
、
今
後
町
の
人
口
が
減
少
に
転
じ
る

と
予
測
し
て
い
ま
す
。
総
合
戦
略
に
お
い

て
は
、
基
本
目
標
別
に
実
施
す
べ
き
成

果
に
係
る
数
値
目
標
を
掲
げ
、
具
体
的

施
策
に
お
い
て
も
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
、
施

策
効
果
を
可
視
化
し
て
い
ま
す
。

　
施
策
や
事
業
の
推
進
、
ま
た
、
効
果

検
証
に
あ
た
っ
て
は
、「
産
官
学
金
労
言

士
」
等
を
構
成
員
と
し
た
検
証
機
関
に

よ
り
、
毎
年
度
検
証
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
様
な
中
、
町
の
総
合
戦
略
の
推

進
に
あ
た
っ
て
は
、
本
戦
略
に
お
け
る
具

体
的
な
事
業
の
ほ
か
に
も
、
新
た
な
事

業
を
立
ち
上
げ
、
各
基
本
目
標
の
達
成

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
本
町
の
優
位
性
を
活
か
し
、
人
口

減
少
の
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

A

Q
直
接
的
に
移
住
を
促
進
さ
せ
る
動

画
作
成
は
可
能
か
？

（
総
合
政
策
部
長
）
人
口
獲
得
競

争
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
動
画
で

は
無
く
、
交
流
人
口
の
増
加
や
定
住
を

促
し
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
と
の
認
識
が

広
が
る
よ
う
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

A

Q
移
住
促
進
PR
動
画
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
に
対
す
る
考
え
は
。

（
総
合
政
策
部
長
）
PR
動
画
に
つ

い
て
は
、
町
の
魅
力
を
30
秒
で
ま

と
め
た
シ
ョ
ー
ト
動
画
の
作
成
を
取
り
組

み
始
め
ま
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
時
や
住
宅

展
示
場
に
て
配
布
を
行
う
ほ
か
、
移
住

定
住
を
促
す
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
し
、
PR
を

行
って
き
ま
し
た
。
今
後
は
よ
り
町
の
魅

力
が
伝
わ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
を
検

討
し
ま
す
。

A

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
除
草
や
ト
イ
レ
の
改

善
は
。

は
利
用
者
の
意
見
も
お
聞
き
し
て
い
き
ま

す
。

（
住
民
部
長
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
補

充
用
の
川
砂
を
設
置
し
調
整
、

年
５
回
と
利
用
者
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
除

草
、
本
施
設
の
新
た
な
整
備
計
画
策
定

の
際
に
は
多
目
的
ト
イ
レ
な
ど
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

A Q
東
小
学
校
校
庭
の
砂
飛
散
の
対
応

は
。

（
住
民
部
長
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
を
優
先
で
十
分
で
な

か
っ
た
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で
の
散
水
を
校

務
と
し
て
行
って
い
き
ま
す
。

A Q

今
後
の
活
用
方
法
は

住
民
部
長
　検
討
を
積
み
重
ね
て

旧
羽
栗
中
学
校
跡
地
は
羽
栗
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
し
て
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
な
ど
多
く
利

用
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度
、
全
域
が
岐
南

町
所
有
と
な
り
い
っ
そ
う
の
活
用
が
期
待
さ

れ
る
が
利
用
者
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
将

来
に
向
け
て
の
検
討
を
さ
れ
る
べ
き
で
は
。

（
住
民
部
長
）
運
動
場
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
噴
水
池
、
滑
り
台
な
ど

面
積
お
よ
そ
１
万
３
１
１
５
㎡
あ
り
、

地
域
創
生
に
も
繋
が
る
有
益
な
資
源
で

あ
り
、
新
た
な
整
備
計
画
策
定
の
際
に

A Q

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ

と
は
可
能
か
。
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ

ト
、実
現
ま
で
の
ハ
ー
ド
ル
は
何
が
あ
る
か
。

（
総
合
政
策
部
長
）
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

を
主
体
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
れ
ば
、
町
外
か
ら
も
多
く
の
人
が
訪

れ
、
岐
南
町
を
知
っ
て
い
た
だ
く
、
あ
る

い
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
検
索
し
て
い
た
だ
け

る
機
会
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
が
主

体
と
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
に
は
、
単

に
飲
食
を
提
供
す
る
だ
け
の
も
の
で
あ
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
後
町

内
で
そ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
た
い

と
考
え
る
団
体
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

町
の
協
力
・
支
援
に
つ
い
て
、
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

A Q
役
場
の
駐
車
場
を
開
放
す
る
こ
と
は

可
能
か
。

（
総
合
政
策
部
長
）
町
有
施
設
の

使
用
に
は
、
一
定
の
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
所
管
の
課
に
一
度
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

A Q

近
隣
宅
へ
の
木
の
葉
や
毛
虫
の
飛
散

の
対
応
は
。

（
住
民
部
長
）
毛
虫
は
薬
剤
の
樹

幹
注
入
で
対
応
、
ケ
ヤ
キ
の
高
木

は
低
く
剪
定
し
対
応
、
学
校
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
管
理
に
努
め
ま
す
。

A Q

土
砂
の
回
収
を
早
く
し
な
い
と
効
果

や
安
全
に
影
響
が
な
い
か
。

（
土
木
部
長
）
事
前
に
清
掃
日
を

把
握
し
、
業
者
に
は
翌
日
回
収

を
指
示
し
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

A Q

令
和
５
年
度
よ
り
国
に
お
い
て
子
ど

も
家
庭
庁
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
、
ま

た
近
隣
市
町
の
新
年
度
予
算
編
成
な
ど
、

子
ど
も
に
手
厚
い
施
策
が
す
す
め
ら
れ
る
傾

向
に
お
い
て
岐
南
町
の
施
策
や
教
育
長
の
方

針
は
。（

町
長
）
子
ど
も
・
子
育
て
に
関

す
る
所
管
業
務
を
一
元
的
に
担
う

課
を
新
設
、
ま
た
岐
南
町
多
機
能
型
地

域
子
ど
も
安
心
セ
ン
タ
ー
開
設
、
産
後

ケ
ア
事
業
実
施
な
ど
「
安
心
し
て
子
供

を
産
み
、
育
て
ら
れ
る
ま
ち
」
と
し
て
子

ど
も
・
子
育
て
政
策
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

A Q

活
動
し
て
い
る
自
治
会
は
。

（
教
育
長
）
子
ど
も
の
育
ち
を
大

き
な
視
野
で
と
ら
え
現
行
の
仕
組

み
を
見
直
し
、
再
確
認
、
再
構
築
し
て

い
く
こ
と
と
と
ら
え
て
い
ま
す
。
学
校
・

家
庭
・
地
域
に
行
政
を
加
え
双
方
向
の

ベ
ク
ト
ル
で
連
携
し
、
個
性
の
伸
長
と
共

通
の
資
質
能
力
を
推
進
、
個
に
応
じ
た

支
援
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

A
（
土
木
部
長
）
町
内
背
割
り
排
水

路
は
約
87
㎞
あ
り
、
令
和
元
年

度
の
道
具
貸
し
出
し
又
は
残
土
回
収
依

頼
は
26
自
治
会
で
し
た
。

A Q
貸
し
出
し
の
道
具
類
は
。

（
土
木
部
長
）
土
木
課
所
有
は
、

鋤
簾
336
本
、
角
形
ス
コッ
プ
26
本

で
、
今
後
角
形
ス
コッ
プ
を
50
本
程
度
に

増
や
し
ま
す
。

A Q

に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
に
お
い
て
の
自

己
評
価
と
今
後
の
展
望
は
。

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
る
今
、
変
化
を
生
み
出
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

（
総
合
政
策
部
長
）
町
の
代
表
す

る
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
に
「
ぎ
な

ん
フ
ェ
ス
タ
」
が
あ
り
ま
す
。
来
場
者
ア

ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、
73
％
の
方
に
「
満

足
」「
や
や
満
足
」
と
の
回
答
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
来
場
者
の
内
訳
は
、
町
内

56
％
、
町
外
44
％
。
町
民
は
も
と
よ
り
、

町
外
の
方
に
も
本
町
の
魅
力
を
お
伝
え

で
き
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
さ
ら
に
魅

A Q

松　 浩二 議員
まつばら こうじ
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担
当
職
員
で
作
ら
れ
た
い

部
長
　職
員
が
シ
ス
テ
ム
制
作
を
し
ま
す

事
業
完
了
目
標
年
度
を
聞
く

町
長
　現
在
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た

道
路
損
傷
通
報
シ
ス
テ
ム

を
導
入
さ
れ
た
い
　

令
和
５
年
度
　
新
規
事
業

「
に
ぎ
わ
い
と
新
た
な
活
力
を

生
む
ま
ち
づ
く
り
」を
聞
く

い
じ
め
解
決
に
必
要
な
こ
と
は

教
育
長
　未
然
防
止
・
早
期
の
発
見
と
対
応
で
す

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
制
度

導
入
後
の
活
動
と
成
果
等
の

実
際
を
聞
く
　

発
達
性
読
み
書
き
障
害（
デ
ィ

ス
レ
ク
シ
ア
）の
実
態
と
対
応

中
学
校
の
部
活
動
地
域

移
行
に
向
け
て

Q
こ
の
調
査
研
究
業
務
委
託
料
352
万

円
を
各
町
１
／
２
負
担
と
し
て
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

　
総
合
計
画
に
あ
る
「
み
ん
な
で
つ
く
る
魅

力
あ
る
ま
ち
・
ぎ
な
ん
・
か
さ
ま
つ
」
実
現

の
為
に
は
定
住
人
口
の
増
加
、
特
に
若
者

家
庭
の
増
加
が
必
須
で
す
。
選
ば
れ
る
町
・

選
ば
れ
る
企
業
の
魅
力
も
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
詳
細
を
お
聞
き
し
ま
す
。

Q
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
と
は
、
学
校
で

発
生
す
る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
子

ど
も
の
利
益
を
念
頭
に
置
き
、
法
律
の
見

（
総
合
政
策
部
長
）
こ
の
業
務
委

託
は
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
、
言
い

換
え
れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
の
青
写
真
そ
の

も
の
で
は
な
く
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
二

町
が
抱
え
る
課
題
を
整
理
し
、
二
町
で

話
し
合
い
を
始
め
る
前
提
と
な
る
基
礎

資
料
の
作
成
を
す
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
う
え
で
、
本
町
と
笠
松
町
に
ま

た
が
る
当
該
エ
リ
ア
の
ま
ち
づ
く
り
の
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
二
町
が
話
し
合
い
を

始
め
て
い
く
も
の
で
す
。

A

地
か
ら
学
校
に
助
言
す
る
弁
護
士
で
す
。

　
生
徒
の
た
め
に
今
後
求
め
ら
れ
る
改
善

点
と
対
応
策
は
ど
の
様
な
も
の
か
お
聞
き
し

ま
す
。（

教
育
長
）
今
年
度
を
振
り
返
る

と
、
解
決
が
困
難
な
状
況
に
発

展
す
る
可
能
性
の
あ
る
事
案
に
対
し
て
、

初
期
の
対
応
の
遅
れ
が
あ
っ
た
こ
と
も
否

め
ま
せ
ん
。

　
全
て
の
案
件
に
つ
い
て
相
談
を
実
施
す

る
訳
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
初
期
の
段

階
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
へ
の
相

談
は
、
そ
の
後
の
法
的
視
点
に
よ
る
リ
ス

ク
管
理
が
可
能
と
な
り
、
重
篤
な
事
態

に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
今
後
、
ひ
と
つ
の
こ
と
が
招
く
可

能
性
や
対
応
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
認
識

を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

A

早
期
発
見
へ
の
取
り
組
み
と
対
応

は
。

と
診
断
を
受
け
た
児
童
生
徒
は
数
名
い

ま
す
。（

教
育
長
）
毎
年
、
教
育
委
員
会

と
学
校
の
担
当
者
で
、
年
中
児
・

年
長
児
の
訪
問
活
動
又
子
育
て
相
談
セ

ン
タ
ー
等
で
の
相
談
会
を
通
し
早
期
対

応
に
努
め
て
い
ま
す
。

A Q
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
疑
い
の
あ
る
児

童
生
徒
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
ど
の

よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
。

（
教
育
長
）
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
書
体
の
活
用
や
拡
大
教
科
書
、

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
等
を
利
用
、
又
書
く

こ
と
へ
の
困
り
感
に
は
書
字
の
力
を
高
め

る
支
援
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
板
書
を
撮
る
、

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
考
え
を
ま
と
め
る
等

幅
広
い
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
合
理
的
配
慮
の
考
え
方
が
学
校
現
場

に
浸
透
し
て
各
々
の
子
供
に
あ
っ
た
支
援

を
保
護
者
と
学
校
が
相
談
し
進
め
て
い

き
ま
す
。

A Q
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
へ
の
理
解
や
配
慮

へ
の
周
知
方
法
と
し
て
学
習
会
や
講

演
会
又
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
等
教
育
委
員
会

と
し
て
の
実
施
の
考
え
は
。

（
教
育
長
）
教
職
員
の
理
解
や
配

慮
が
一
番
必
要
と
考
え
ま
す
。

教
職
員
の
夏
季
研
修
会
に
は
毎
年
必
ず

A Q

疑
い
あ
る
子
へ
の
具
体
的
対
応

教
育
長
　各
々
に
あ
っ
た
支
援
に
努
め
る

発
達
性
読
み
書
き
障
害
（
デ
ィ
ス
レ

ク
シ
ア
）
は
学
習
障
害
の
ひ
と
つ
。

知
能
や
理
解
力
、」
発
言
力
に
は
問
題
な
く
、

読
み
書
き
能
力
だ
け
に
困
難
が
あ
る
。
小

学
生
の
約
７
〜
８
％
存
在
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。
当
町
の
小
中
学
校
に
デ
ィ
ス
レ
ク
シ

ア
の
疑
い
の
子
を
ど
の
程
度
把
握
し
て
い
る

か
。

（
教
育
長
）
現
在
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア

と
医
師
の
診
断
を
受
け
た
児
童

生
徒
は
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
「
読
み
書

き
の
障
害
」「
読
み
の
障
害
」「
学
習
障
害
」

A Q

費
無
料
。
何
よ
り
簡
単
で
早
い
対
応
が
可

能
な
ど
と
様
々
な
利
点
と
効
果
が
多
く
あ

り
ま
す
。

　
岐
阜
市
で
は
、
専
門
知
識
の
な
い
一
般
事

務
職
員
お
一
人
で
シ
ス
テ
ム
を
作
り
完
成
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
通
報
シ
ス
テ
ム
が
成
果
を

上
げ
て
い
ま
す
。
当
町
も
早
期
導
入
を
図

ら
れ
た
い
。

（
土
木
部
長
）「
道
路
損
傷
等
通

報
シ
ス
テ
ム
」
の
次
年
度
導
入
に

向
け
、
現
在
、
調
査
・
研
究
を
し
て
い

ま
す
。

　
来
年
度
の
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
の

運
用
開
始
を
目
指
し
、
次
年
度
新
設
の

デ
ジ
タ
ル
推
進
室
と
協
議
を
進
め
ま
す
。

A

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
研
修
を
実

施
。
さ
ら
に
小
中
学
校
で
は
総
合
的
な

学
習
の
中
で
障
害
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま

す
。
又
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
と
も
連
携
し
講
演
会

等
の
設
定
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

部
活
中
の
事
故
等
の
責
任
は
ど
こ
に

あ
り
、
又
誰
が
持
つ
の
か
。

（
教
育
長
）
現
状
責
任
は
学
校
に

あ
り
傷
害
保
険
は
日
本
ス
ポ
ー
ツ

振
興
セ
ン
タ
ー
の
災
害
共
済
で
対
応
し

ま
す
。
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
移
行
し
た

場
合
、
責
任
は
運
営
団
体
に
な
る
と
考

え
ま
す
。

A Q
民
間
に
指
導
を
依
頼
す
る
こ
と
で
の

謝
礼
と
そ
の
負
担
は
ど
う
す
る
の

か
。

（
教
育
長
）
今
後
検
討
し
ま
す
が

保
護
者
の
負
担
が
過
重
に
な
ら
な

い
よ
う
町
当
局
と
も
協
議
し
て
い
き
ま

す
。 A Q

中
学
校
の
休
日
部
活
動
を
地
域
団

体
や
民
間
事
業
者
に
委
ね
る
「
地

域
移
行
」
が
２
０
２
３
年
度
か
ら
始
ま
る
。

政
府
は
２
０
２
５
年
度
ま
で
を
改
革
集
中
期

間
と
し
将
来
は
平
日
指
導
も
地
域
に
委
ね

る
と
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
系
、
文
科
系
の

部
活
動
の
受
け
皿
と
な
る
地
域
団
体
、
民

間
団
体
、
外
部
指
導
者
の
確
保
に
問
題
は

な
い
か
。（

教
育
長
）
令
和
５
年
度
は
平
日
、

休
日
と
も
学
校
管
理
下
で
の
部

活
動
を
実
施
し
ま
す
が
、
休
日
の
指
導

は
地
域
の
指
導
者
や
兼
職
、
兼
業
の
許

可
を
得
た
教
員
で
行
い
ま
す
。
今
後
も

検
討
会
や
町
当
局
と
協
議
し
て
い
き
ま

す
。 A Q

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
通
じ
た
電
子
決

済
、
購
買
な
ど
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
よ

る
社
会
の
変
革
は
、
既
に
わ
た
し
た
ち
の
生

活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
道

路
の
損
傷
・
漏
水
個
所
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
・

照
明
等
の
不
具
合
な
ど
を
見
つ
け
次
第
、
撮

影
し
役
場
担
当
課
に
送
信
し
て
頂
く
。
役

場
担
当
者
は
受
信
後
、
処
置
に
あ
た
り
、

そ
の
処
理
状
況
を
一
覧
表
記
し
、
配
信
し

ま
す
。
こ
の
処
理
状
況
表
は
誰
で
も
い
つ
で

も
閲
覧
可
能
で
す
。

　
シ
ス
テ
ム
作
成
経
費
無
料
・
維
持
管
理

Q

木下 美津子 議員
きのした みつこ

櫻井 明 議員
さくらい あきら
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みんなでつくる魅力あるまち・ぎなん

ぎなん議会だよりは
Web上でも検索できます

ぎなん議会だよりは
Web上でも検索できます

議会だより 第　　　号

ポカポカ陽気で
気持ちいいな！

予算特別委員会
・私は「ココ」にズームイン!!
・クローズアップ新年度予算 
総務住民・福祉土木
　常任委員会がチェック！
視察研修

ここが、聞きたい

“VOICE”

P2~3
P4
P6~7

P8~9

P10~17

P18

……

……

……………………

………………………………………

…………………………

……………………………………

北小学校６年

三好 真愛さんの
作品です

表紙の題字

は

編
集
後
記

みよし まな

50

ぎなんぎかいだより 検 索

令和５年３月議会
６月１日発行

目次

今回のピックアップ

一般質問

まちの笑顔を紹介！

○
静
岡
県
長
泉
町
議
会
広
報
広
聴

　
常
任
委
員
会
視
察

○
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

○
羽
島
郡
二
町
教
育
委
員
会
運
営

　
協
議
会

○
町
村
議
会
広
報
ク
リ
ニッ
ク

○
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

○
木
曽
川
右
岸
地
帯
水
防
事
務

　
組
合
議
会

○
新
年
度
予
算
説
明
会

○
議
会
運
営
委
員
会

○
全
員
協
議
会

○
地
域
農
業
再
生
協
議
会

○
羽
島
郡
広
域
連
合
議
会

○
第
１
回
議
会
定
例
会

　（
３
月
１
日
〜
22
日
）

○
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　（
３
月
１
日
〜
５
月
17
日
）

○
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会

○
予
算
特
別
委
員
会

○
社
会
福
祉
大
会

○
総
務
住
民
常
任
委
員
会

○
福
祉
土
木
常
任
委
員
会

○
岐
阜
県
地
方
競
馬
組
合
議
会

○
社
会
教
育
委
員
の
会

○
岐
阜
県
町
村
議
会
評
議
員
会

○
環
境
保
全
審
査
会

○
社
会
福
祉
協
議
会

○
東
小
学
校
増
築
棟
完
成
式

○
岐
阜
羽
島
衛
生
施
設
組
合
議
会

○
羽
島
郡
町
村
議
会
正
副
議
長
会

○
岐
阜
基
地
観
桜
会

○
教
職
員
の
服
務
宣
誓
式

○
全
員
協
議
会

○
議
会
制
度
改
革
検
討
会

議
会
日
誌

地域で子育て！
　岐南さくら「認定こども園 けやきの杜」と「南認定こども園」では、保護者の皆さん
が、地域の子ども達の成長を支え合う「みんなの時間」「エンジョイランド」で豊かな
活動の取り組み体験をしています。

取り組みの魅力が地域に繋がる
　コロナ禍で中止された「地域で子育て！」の活動を3年ぶりに開催されることを聞
き伺ってきました。この日は、保護者の皆さんの工夫を凝らした活動で子ども達の微
笑ましい姿を共有した楽しいひと時を過ごされました。
　保護者の皆さんが、保育者と共に活動する中で自分でも気付かなかった子育てに
対する有能感を感じることもあるようです。いろいろな子ども達との関わり（発達を見て学ぶこと）や保護者同士の繋がり、交
流が深まり明るい未来を保障する大切な場だと痛感しました。また、近隣のおじいちゃん、おばあちゃんをお招きした「地域交
流会」では、ふれあい遊びを楽しみ、小さな幸せを感じ、励みになるという声を聞き「地域で子育て！」の魅力的な取り組みが、
世代を超えた子育て支援でありその重要性を実感しました。

村
山 

博
司

櫻
井 

　
明

三
宅 

祐
司

松
本 

暁
大

長
谷
川 

淳

議
会
広
報

特
別
委
員

委
員
長

副
委
員
長

委
　
員

委
　
員

委
　
員

もっと知ればもっと好き！
まちの笑顔とチャレンジを

ご紹介します‼

２
月

３
月

４
月

■
平
成
23
年
の
議
会
だ
よ
り
初
発
刊
か
ら
第
50
号
を
発
刊
す
る

事
と
な
り
ま
し
た
。
議
会
は
町
民
の
代
表
の
場
で
あ
り
、
執
行

部
に
声
を
届
け
る
重
要
な
機
関
で
す
。
町
民
の
皆
様
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
様
々
な
ツ
ー
ル
を
上
手
く
活

用
し
て
「
伝
わ
る
広
報
」
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
村
山
）

■
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
で
は
多
く
の
問
題
点
が
話
題
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。無
投
票
当
選
の
多
さ・男
女
議
員
数
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
・

若
者
の
選
挙
離
れ
・
低
い
報
酬
な
ど
が
、
最
近
の
選
挙
で
は
常
に

話
題
と
な
り
ま
す
。
当
議
会
に
お
い
て
も
広
報
活
動
・
魅
力
あ
る

議
会
づ
く
り
な
ど
多
く
の
課
題
の
解
決
を
共
通
認
識
と
し
改
革
に

邁
進
す
る
覚
悟
で
す
。

　
　
　
　（
櫻
井
）

■
全
国
の
中
山
間
地
域
の
地
方
議
会
は
人
口
減
少
、
少
子
化
、

交
通
網
な
ど
都
市
部
と
違
う
深
刻
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、

危
機
感
が
あ
る
か
ら
こ
そ
機
能
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
岐

南
町
は
恵
ま
れ
た
町
と
思
わ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
問
題
意
識
が
薄

い
の
で
は
な
い
か
？
と
考
え
た
時
に
追
認
機
関
で
は
な
く
議
員
同

士
の
活
発
な
議
論
と
総
意
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
重
く
感
じ
て
お

り
ま
す
。

（
三
宅
）

■
財
源
に
限
り
が
あ
る
中
で
介
護
・
子
育
て
等
の
社
会
保
障
費
は

増
加
す
る
一
方
に
あ
り
、
財
政
の
硬
直
化
は
一
層
進
み
ま
す
。
必

然
的
に
そ
の
他
事
業
は
縮
小
・
削
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
こ
と
か

ら
も
、
事
業
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ（
優
先
順
位
）の
明
確
な
判
断
力

を
、
行
政
・
議
員
が
共
に
高
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
松
本
）

■
今
回
視
察
の
ペ
ー
ジ
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
、

常
に
ど
ん
な
時
で
も
、
ど
ん
な
事
で
も
自
身
の
学
び
に
す
べ
く
日
々

過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
漸
く
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
ま
す
。
改

め
て
学
び
の
心
を
も
ち
続
け
る
こ
と
を
誓
い
、
視
察
・
研
修
は
勿

論
、
積
極
的
に
様
々
な
所
へ
出
掛
け
、
知
見
を
得
て
行
こ
う
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 （
長
谷
川
）

「みんなの時間」
バッジ制作

「エンジョイランド」
くじ引きごっこ
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第
50号

令
和
5年
6月
1日

ぎ
な
ん
議
会
だ
よ
り
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